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報告書柱状図での“K断層”との記載について
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余白
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〇報告書柱状図での”K断層”との記載について
• 平成25年調査会社報告書柱状図    ，H24-D1-1孔の58.96m 59.30mの破砕

部について，”K断層”との記載があったが，申請書柱状図では当該表記は記載していない。経
緯・根拠を以下に示す。

(1) 平成25年 調査会社報告書作成時点    ，原電道路    観察   ，K断層は
原電道路   ⻄向 法⾯部付近   変位 認       ，第四紀層中 変位 変形
を与えるK断層 原電道路   南⽅ 原⼦炉建屋 ⽅向  延    評価    ※1。

※1 原⼦⼒規制委員会宛 報告書 敦賀発電所敷地内破砕帯 調査 関  報告書 提出     （平
成25年7⽉11⽇，⽇本原⼦⼒発電（株））（以下 原電調査報告書     ）

(2) 本来，コア観察時点の情報のみで破砕帯の連続性を判断しないが，当該破砕部の分布位
置 ⾒   性状（断層    有無 断層    ⾊調）  ，候補   “K断層”とコア
観察カードに記載されたものが報告書柱状図に残り，(1)の評価が報告書柱状図に反映さ
れていなかった。

(3) 平成27年 申請書作成時点     ，D-1トレンチ拡張調査の結果，K断層はふげん道
路   中央付近   区間 分布     評価   

(4) (3)の評価を踏まえ，申請書柱状図の当該箇所には”K断層”と記載しなかった。
• なお，当該破砕部については，申請後の薄片観察において正断層センスであり，K断層の特

徴   逆断層     異     確認     

時期 H24-D1-1（ボーリング柱状図） 原電道路      道路   ※2

H25年3⽉ 4⽉
（コア観察カード）

• 破砕部 位置及 ⾒ 目 性状(断層ガウジの
有無・断層ガウジの⾊調)から，候補として “K断
層”と記載

H25年７⽉
（原電調査報告書）

• K断層 第四系 鉛直変位量 短区間 急激
 減少 ，原電道路   ⻄向 法⾯部付近 
ほぼ変位が認められなくなることから，２号炉原
⼦炉建屋の⽅向には延びていないと評価

H25年9⽉
（調査会社報告書

柱状図）

• 原電道路    観察結果 基  ，当該破砕
部はK断層ではないと判断していたが，調査会社
報告書柱状図に記載が残ったまま

H27年7⽉ 9⽉
（D-1トレンチ
拡張調査）

• K断層は数条に分岐しており，②層内の地層を
変位基準   鉛直変位量 合計 約0.4mで
ある

• K断層の南⽅への連続性を追跡，確認した結果，
K断層はD-1    北⻄法⾯     道路
ピットの中央付近に至る区間において認められるも
のと評価

H27年11⽉
（設置変更許可申請書）

• 右欄の評価を踏まえ，”K断層”との表記はしてい
ない

同上 同上

※2 従前の説明時点から拡充した調査

H24-D1-1孔 原電道路   及びふげん道路     位置関係
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平成25年７⽉ 原電調査報告書提出時点

K断層 第四系 鉛直変位量 短区間 急激 減少 ，原電道路   ⻄向 法⾯部付近   変位 認        
とから，２号炉原⼦炉建屋の⽅向には延びていないと評価。

原電調査報告書より抜粋

原電調査報告書掲載図⾯にH24-D1-1孔を加筆

原電道路   拡⼤図

H24-D1-1孔

破砕部
深度58.96～59.30m

原電道路ピット

K断層

K断層
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平成27年11⽉ 設置変更許可申請書提出時点

   道路   中央付近

原電道路     ，K断層 鉛直変位量 合計 0.4 0.5m。
露頭     設置変更許可申請書  抜粋

   道路   東法⾯（原電道路   ⻄向 法⾯）

原電道路   東向 法⾯

原電道路   島状頂盤部

設置変更許可申請書掲載図⾯ H24-D1-1孔を加筆
露頭スケッチを反転

露頭スケッチを反転

   道路   /原電道路   拡⼤図

K断層の南⽅への連続性を追跡，確認した結果，K断層はD-1
    北⻄法⾯     道路    中央付近 至 区間 
おいて認められるものと評価。

破砕部
深度58.96～59.30m

H24-D1-1孔 ふげん道路ピット

原電道路ピット

ふげん道路ピット

原電道路ピット

K断層

K断層

K断層

K断層
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H24-D1-1 (58.96m 59.30m) 

コア写真(第833回審査会合 参考資料2 参考2-185⾴)

薄片観察結果(第833回審査会合 参考資料1 参考1-216⾴)

・H24-D1-1孔の58.96m 59.30mの破砕部のコア写真と薄片観察結果を示す。



補足2-7

（参考）平成27年11月申請において拡充したデータ
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（参考）従前の説明時点の調査結果に加えて拡充した調査及び分析（Ｄ－１破砕帯）

①剥ぎ取り調査
（２号炉原子炉建屋南側斜面）

①剥ぎ取り調査（D-1既往露頭）

Ｄ－１破砕帯

①ボーリング調査
（H19-No.2）

①ボーリング調査
（H19-No.14）

①ボーリング調査
（H20-No.②-1）

①ボーリング調査
（H27-B-3）

①ボーリング調査
（H27-B-4）

①ボーリング調査，⑦K-Ar年代測定
（H24-D1-5）

①ボーリング調査
（H24-D1-3）

①ボーリング調査（H24-D1-2）

①ボーリング調査（H24-D1-4）

①ボーリング調査（H24-D1-1）

①ボーリング調査（H24-B14-2）

①ボーリング調査
（H27-B-1）

①ボーリング調査
（H27-B-2）

D-1トレンチ

●● ●

●
●

①ボーリング調査
D-1トレンチ内で3孔実施
（H27-F-5，H27-G-12，H27-G-13）

調査位置図

拡大図

従前のデータ
拡充したデータ

K断層

①，④ピット調査
（D-1破砕帯ピット（北側ピット））

①，④ピット調査
（D-1破砕帯ピット（1-1ピット））

①，④ピット調査
（D-1破砕帯ピット（ふげん道路ピット））

●
●

①ボーリング調査（H27-G- 13）
①ボーリング調査（H27-G- 12）

●

①ボーリング調査（H27-F- 5）

②，③及び⑥については，D-1破砕帯の破砕部を対象に実施。

【連続性評価に関するデータ拡充】
①２号炉原子炉建屋からＤ－１トレンチの間における連続性に関するデータを拡充するため，

ボーリング調査（ボアホールテレビ含む）及びふげん道路ピット調査を追加で実施した。

②連続性の判断に用いる破砕部性状に関するデータを拡充するため研磨片観察及びX線回折分析

を追加で実施した。

③連続性の判断に用いる最新活動面の変位センスに関するデータを拡充するため薄片試料観察を

追加で実施した。

調査・分析項目 従前のデータ 拡充したデータ 合計

連続性

①

ボーリング調査
（ボアホールテレビ）

26孔，約1,410m
（26孔，約1,410m）

7孔，約670m
（6孔，約650m）

33孔，約2,080m
（32孔，約2,060m）

剥ぎ取り調査 2箇所（約50m2） － 2箇所（約50m2）

②
研磨片観察 27試料 8試料 35試料

X線回折分析 1試料 9試料 10試料

活動性 ⑤ テフラ分析 18測線 4測線 22測線

連続性
・

活動性

①
④

ピット調査 2箇所（約130m2） １箇所（約40m2） 3箇所（約170m2）

③
⑥

薄片試料観察
（活動性評価に用いた試料）

29試料
（19試料）

12試料
（5試料）

41試料
（24試料）

その他 ⑦ K-Ar年代測定 － 1試料 1試料

【活動性評価に関するデータ拡充】
④上載地層による活動性評価の確認地点を拡充するためＤ－１破砕帯ピット調査を追加で実施した。

⑤Ｄ－１トレンチ内の地層の年代評価に関するデータを拡充するため，テフラ分析を追加で実施した。

⑥現在の広域応力場における活動の有無に関するデータを拡充するため，薄片試料観察を追加で

実施した。

調査・分析数量

【その他】
⑦破砕帯の形成時期に関するデータを取得するため，K-Ar年代測定を追加で実施した。

従前のデータ※

拡充したデータ※

※破線はテフラ分析測線

第536回審査会合（平成29年12月22日）
資料２ （抜粋）
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Ｄ－１破砕帯

①ボーリング調査
（H19-No.2）

①ボーリング調査（H19-No.14）

①ボーリング調査
（H20-No.②-1）

①ボーリング調査
（H24-D1-3）

①ボーリング調査
（H24-D1-2）

①ボーリング調査
（H24-D1-4）

D-1トレンチ

（参考）従前の説明時点の調査結果に加えて拡充した調査及び分析（Ｋ断層）

調査位置図

拡大図

K断層

●
●
●
●●
●●
●
●●

①ボーリング調査
D-1トレンチ内で12孔実施

（H27-G-1～H27-G-10，H27-F-1，H27-F-5）

⑥トレンチ調査（南法面の追加掘削）
（Ｄ－１トレンチ南法面）

⑥ピット調査（入口ピット）

④トレンチ調査（北西法面）
（Ｄ－１トレンチ北西法面）

①，⑤ピット調査（ふげん道路ピット（東法面））

①，⑤ピット調査
（ふげん道路ピット）

①ボーリング調査（H27-G-1～H27-G-10）

●

①ボーリング調査（H27-F-1）

①ボーリング調査（H27-F-5）

②及び③については，K断層の破砕部を対象に実施。

●

調査・分析項目 従前のデータ 拡充したデータ 合計

連続性

①

ボーリング調査（Ｋ断層確認）
（ボアホールテレビ）

20孔，約428m
（19孔，約420m）

12孔，約112m
（2孔，約52m）

32孔，約540m
（21孔，約472m）

ボーリング調査（Ｋ断層がないことの確認）
（ボアホールテレビ）

9孔，約902m
（9孔，約902m）

4孔，約620m
（4孔，約620m）

13孔，約1,522m
（13孔，約1,522m）

②
研磨片観察 25試料 2試料 27試料

X線回折分析 1試料 5試料 6試料

活動性

④

トレンチ調査
1箇所

（約1,470m2）

北西法面掘り込み
（約50m2） 3箇所

（約1,570m2）

⑥

南法面の追加掘削
（約50m2）

ピット調査（入口ピット） － 1箇所（約40m2） 1箇所（約40m2）

⑦ テフラ分析 18測線 4測線 22測線

連続性
・

活動性

①
⑤

ピット調査 1箇所（約230m2）

ふげん道路ピット
（東法面）追加掘削

（約10m2）
3箇所（約370m2）

ふげん道路ピット
追加掘削
（約130m2）

①
③

薄片試料観察 18試料 2試料 20試料

【連続性評価に関するデータ拡充】
①Ｄ－１トレンチより南方の連続性に関するデータを拡充するため，ボーリング調査（ボアホールテレビ

含む），ふげん道路ピット東法面及びふげん道路ピットの追加掘削を実施した。

②連続性の判断に用いる破砕部性状に関するデータを拡充するため，研磨片観察及びX線回折分析

を追加で実施した。

③連続性の判断に用いる最新活動面の変位センスに関するデータを拡充するため，薄片試料観察を

追加で実施した。

【活動性評価に関するデータ拡充】
④Ｋ断層を覆うk層の分布状況をより明確にするため，Ｄ－１トレンチ北西法面の掘り込み調査を追加

で実施した。

⑤上載地層による活動性評価の確認地点を拡充するため原電道路ピット南側を掘り込むとともに，

ふげん道路ピット調査を追加で実施した。

⑥原電道路ピット及びふげん道路ピットにおいてＫ断層を覆う③層の年代評価に関するデータを拡充す

るため，入口ピット及び南法面まで③層を追跡し，詳細な年代分析を実施した。

⑦Ｄ－１トレンチ内の地層の年代評価に関するデータを拡充するため，テフラ分析を追加で実施した。

①ボーリング調査（H24-D1-1）

①ボーリング調査（H24-B14-2）

調査・分析数量

●

①ボーリング調査
（H27-B-3）

①ボーリング調査
（H27-B-4）

①ボーリング調査
（H27-B-1）

①ボーリング調査
（H27-B-2）

①ボーリング調査
（H24-D1-5）

●

● ●

従前のデータ
拡充したデータ

従前のデータ※

拡充したデータ※

※破線はテフラ分析測線

第536回審査会合（平成29年12月22日）
資料２ （抜粋）
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余白


